
※ ご意⾒ありがとうございます。

〇宝塚市下水道ビジョン2035（案）について

№ 項目 ページ ⾏ 市⺠等からの意⾒ 市⺠等からの意⾒の採否及び理由

市⺠等からの

御意⾒を受けての

⾒直し結果

1 26 31

26ページ下から2⾏目「24時間対応が・・・」について

本当に職員の勤務体制の改善に繋がりますか、気が休まる時が無く

なってしんどくならないですか︖

【原案のとおりといたします】

職員の勤務体制に対してご配慮いただき、ありがとうございます。

これまでは夜間や休⽇に機器の異常等があった際は、通報や警報装置

の作動を受けて、職員が上下⽔道局に急⾏して執務室内のモニター表

⽰を⾒たり、現場に出動して目視で確認したりしなければ、対応⽅法

の検討もできませんでした。

⼀⽅で、実際には⼀時的な通信エラー等の軽微な異常で、緊急出動の

必要がなかったこともありました。

しかし、クラウドシステム導⼊後は職員間の情報共有が円滑になり、

⾃宅でモニタリングすることで緊急出動の必要性を⾒極めることも可

能であることから、詳細な状況が分からないままの出動がいつ求めら

れるか不明な状況と⽐較して⼼理的負担を軽減することができていま

す。

これからも、皆さまの安心なくらしを支えるライフラインのひとつと

して、下⽔道施設の適切かつ効率的な維持管理に努めてまいります。

このたびは、ご意⾒ありがとうございました。

修正なし
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十分に考えられた案だと思います 阪神間の他市との比較が1番わか

りやすかったなと思います。

【原案のとおりといたします】

今後も本市の置かれた状況を客観的かつ的確にとらえ、本ビジョンを

もとにした事業を進め、皆さまのくらしを支えられるよう努めてまい

ります。このたびは、ご意⾒ありがとうございました。

修正なし

 （別紙）「宝塚市下⽔道ビジョン2035（案）及び宝塚市下⽔道事業経営戦略（案）」に対するパブリック・コメント⼿続きに基づく意⾒募集の結果⼀覧表

  ・意⾒の募集期間  令和8年（2026年）1⽉5⽇（⽉）〜 2⽉4⽇（⽔）

  ・提出意⾒総件数  5件
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№ 項目 ページ ⾏ 市⺠等からの意⾒ 市⺠等からの意⾒の採否及び理由

市⺠等からの

御意⾒を受けての

⾒直し結果
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水道と同じように下水も重大な事故などが起こる可能性があると思い

ます。

ゲリラ豪⾬によりオーバーフローでの洪⽔、配管の腐⾷による路⾯陥

没、など数えると、きりがありません。

ただし全てを新設するのは難しいと思うので、具体的に重点である内

容を明⽰し重点な箇所を新設しその他は修理などをしてみてはどうで

しょうか。

今と50年前とでは地域の様⼦もかなり変わっていると思います。

特に宝塚市は「田畑の減少」が最も注目する所のように思います。

これも⽔道と同じような結論になるかもしれませんが、現在の地域の

背景（⽥畑から住宅になった、耕作放置のところがある、住宅が店舗

になった、様々あると思います）に適した工事や事業をしてもらえれ

ばと思います。とりあえずプロジェクトチームの発足から初めて欲し

いと思いました。

【原案のとおりといたします】

ご指摘いただきましたとおり、全国で下⽔道施設の⽼朽化が進んでお

り、本市も⽐較的新しい年代での布設とはいえ例外ではありません。

理想は整備当時のように⼀気に⼯事を⾏うことですが、いわゆる「ヒ

ト・モノ・カネ」すべてに制限があることも事実であり、ご提案のと

おり重要度を明確にした上で、効率的に取り組むことが必要であると

考えます。

これを具体化するひとつの方策として、本市では下水道ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

計画を策定し、令和３年度から実⾏しているところです。

陥没等により重大な事故が起こる可能性のある箇所や腐食性の高い箇

所など、緊急度の⾼さや社会的影響の⼤きさ等による優先順位をもと

に点検・調査した上で、状態によって改築・更新または⼀時的な修繕

など、より効果的かつ経済的な手法を選定し、周辺環境にも着目しな

がら、対応を続けていきます。

また、ゲリラ豪雨など局地的な大雨による浸水対策についても、実際

に被害のあった地域の対策を優先的に実施し、対策完了後には、最新

の状況を的確に把握することで新たに整備基準を検討しながら、地区

ごとの浸水リスクに対応していきたいと考えています。

最近では担当課の垣根を越えて一体的に耐震化計画を策定するなど、

水道事業と下水道事業が直面しているリスクに対し、本市上下水道局

全体として検討するために職員間での連携を強化する機運も高まって

いることから、今後とも計画の精度を⾼めながら、様々な課題に横断

的に対応できるよう努めてまいります。このたびは、ご意⾒ありがと

うございました。

修正なし
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※ ご意⾒ありがとうございます。

〇宝塚市下⽔道経営戦略（案）について

№ 項目 ページ ⾏ 市⺠等からの意⾒ 市⺠等からの意⾒の採否及び理由

市⺠等からの

御意⾒を受けての

⾒直し結果

1 29 2

29ページのパッケージ化について

市が実施する予定の4つの業務以外は全て⺠間に委託するのでしょう

か︖

パッケージ化する業務の内で下水道ストックマネジメント計画や事業

計画などは⺠間に委託しない⽅が良いのではないかと思います。

【原案のとおりといたします】

ご意⾒いただいた下⽔道ストックマネジメント計画等に対して⺠間委

託しない方がよいのではないかについて、市として委託をしても計画

の策定には主体的に関与していくため計画案の通りとします。市が実

施する予定の4つの業務以外はウォーターPPPによる官⺠連携によ

り、現在局が⾏っている業務を包括的に任せることで現業務の継続と

ともに市⺠サービスの向上に向けて取り組む予定です。ストックマネ

ジメント計画及び事業計画については、ウォーターPPPの要件である

性能発注による委託になることで、⺠間事業者の裁量が⼤きくなる部

分がありますが、委託の要求水準書や実施方針で一定の基準を設け

て、適正に事業が実施されるように整理を⾏い、市としても監督業務

の中で主体的に計画に関与していきます。いただいたご意⾒は、引き

続き官⺠連携の推進において参考とさせていただきます。このたび

は、ご意⾒ありがとうございました。

修正なし
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このままでいいと思われます。 【原案のとおりといたします】

今後の取組にあたり市⺠の皆さまが安⼼して暮らしていける持続可能

な下⽔道事業となるよう努めてまいります。このたびは、ご意⾒あり

がとうございました。

修正なし

  ・意⾒の募集期間  令和8年（2026年）1⽉5⽇（⽉）〜 2⽉4⽇（⽔）

  ・提出意⾒総件数  5件

 （別紙）「宝塚市下⽔道ビジョン2035（案）及び宝塚市下⽔道事業経営戦略（案）」に対するパブリック・コメント⼿続きに基づく意⾒募集の結果⼀覧表
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